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最近の端末技術とその動向
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近年電子計算機の利用範囲が拡大され,かつ高度化されるにつれ,これらのシス

テムに必要とされる端末装置は,しだいに多様化とともに高いインテリジュンシィ

を要求される傾向にある｡これに対して日立製作所は,一方では機構をはじめエレ

クトロニクス,ソフトウェアの最近技術を取†)込み,一方では更に必要技術を開発

しながら,汎用端末,専用端末とも多種類にわたる高インテリジェントな端末装置

を製品化して,上記のシステム構成上からの諸要求に応じてきた｡

この論‾丈では,代表製品を例に取りながらこれら汎用端末,

術動向について説明する｡

l】 緒 言

最近,電子計算機を利用した各種業務の機1戒化の範囲が拡

大し,かつ高度化されるにつれ,これらのシステムに必要と

される端末装置は,しだいに多様性とともに高いインテリジ

ュンシイを要求されるようになってきた｡

すなわち,一方では,そのシステムに最も適した専用機能

を果たすために,きめ細かい機能を備えた専用端末化の度合

いをi采めるとともに,他■方では,マイクロプロセッサを駆使

して,高いインテリジュンシイを備えソフトウェアの入れ替

えによって多目的に応じると言った汎用端末化の動きも目立

ってきている｡

いずれにせよ最近は,専用端末でも,汎用端末でも,制御

装置のほかに端末装置自体でも,マイクロプロセッサを2佃

ないし数個備え,メモリも数十キロバイトもち,ちょっとし

た処手堅は,ローカルに行なってしまうインテリジェント端末

システムが普通となってきた｡

これらの動向は,更に強力なマイクロプロセッサの出現と,

メモリの低価格化,電子回路のL SI化によって,いっそう

肋長されることになるであろう｡

そして,その高いインテリジュンシイのために,専用端末

はよりきめの細かい専用機能のサービスを行なうようになる

であろうし,汎用端末は,より多様化の要求に応じることに

なるであろう｡

そして,これら両端未の組合せによって,よI)コストパー

フォーマンス比の優れたシステムを構成することが可能にな

って行くであろう｡

以【F,専用端末,汎用端末の各々の分野で日立製作所の端

末を例に取-)ながら,その動向について述べる｡

凶 専用端末

2.1 言正券端末

証券端末の機械化は,第一次として昭和48年を前後にして

行なわれてきたが,その後公社債取引の増大,商品の多様化,

個人客の増大,人件費の高騰など,証券界を取I)巻く環境の

変化に伴い,多様な顧客ニーズを満たすために,更に第二次

証券端末システムが求められてきている｡

すなわち,

(1)受渡し,精算事務の迅速化

専J召端末の最近の技
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(2)事務の正確性の向上

(3)営業店管理精度の向上

(4)柔軟なシステム構成

(5)簡易な設備

(6)店舗規模に見合った機械化

上記のような顧客ニーズを満たすために,次のような機能

を充実させる必要がある｡

(1)システム構成に柔軟性,及び拡張性をもたせるために,

各デバイスを制御するターミナルコントローラは,ソフトウ

エア制御が可能なインテリジュンス機能をもったものである
こと｡

(2)営業店事務の大幅な合理化を図るため,端末は低価格か

つコンパクトで,だれもが簡単に操作できるものであること｡

すなわち,パーソナル端末の実現｡

(3)操作性の向上のため,オペレータガイダンス,漢字出力

などの機能をもっていること｡

(4)障害が発生しても業務に致命的な影響を与えないように,

公衆回線などによるバックアップ手段をもっていること｡

(5)夜間配イ言を可能とするため,センタからの指令でターミ

ナルコントローラの電源オン/オフが可能であること｡

日立製作所では以上述べた点に考慮を払った第二次証券端

末システムとして,HITAC T-590/15証券タ【ミナルシステ

ム(図1参照)を開発した｡表1に主な仕様と用途を示す｡

2.2 銀行端末

2.2.1 銀行端末の歴史

銀行端末のオンライン化は,都市銀行を中心に昭和40年ご

ろから始まり,いわゆる第一二大オンライ ンシステムが建設さ

れた｡

その後,取引量の増大や業務の多様化に対処するため,昭

和49年ごろから第ニカニオンラインシステムか建設され始め,

都市銀行ではほほ終了し,現在はその他の金融機関が建設を

行なっている段ド皆である｡

第一二大オンラインシステムと第二歩こオンラインシステムで

日立製作所が提供してきた銀行端末を表2に示す｡

2.2.2 第二三欠オンラインシステムの特長

第二二大オンラインシステムの特長と日立製作所の銀行端末

システム1)･2)の対応を挙げると二大のようになる(表3)｡

*

日立製作所旭工場工学博士
**

日立製作所神奈川工場
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図I H汀AC T-590/15証券ターミナルシステム 証券端末とLて,各種デバイスが開発された｡

(1)総合オンライン化

第一次オンラインシステムでは,オンライン化された業務

は,預金,為替程度であったが,第二次オンラインシステム

では,更に貸付,管理面サービスとしてCIF(CustomerIn･

formation File:顧客情報管理)など業務のオンライン化が拡

大された｡これに伴い端末も照会サービス機能のためのディ

スプレイ付端末など,多機能の端末となった｡

(2)処理能力の向上

第二次オンラインシステムでは,客待ち時間の短縮,機械

化による省力化も大きな目標であり,1台の端末当たりの処

か形プ…り

置小形ビデオ

デイスプPイ

理能力の向上が要求される｡このため端末もドットプリンタ

による高速印字などで能力向上を図った｡

(3)オペレータの負二担軽減

業務の複雑化に伴うオペレータの負担を軽減するため,端

末では,デイス70レイによるオペレータガイダンス,磁気ス

トライプ付通帳などを採用し,オペレーションの簡単化や自

動化を図った｡

(4)第一線端末の導入

第一次オンラインシステムでは,カウンタでのテラーの業

務(第一線業務)は一般的にはオンライン化されておらず,後

表l 主な仕様と用途 H一丁AC T-590/ほは,表に示すような高性能の豊富なテシヾイスで証券夕一ミナルシステムを構成してある｡

No. 構 成 4幾 器 仕 様 用 途

1 ターミナルコントローラ
通信速度:2.400～9′600BPS.リモートパワーコントロール機構付

No.2-No.7のデバイスの制御
メモリ:128kバイト,固定ヘッドディスク:3Mバイト,フロッピディスク:242kバイト

2 小形ビデオディスプレイ
CRT:9インチ,白又は緑,表示文字:7×9ドット,127種

株式注文,顧客登蕃桑.各種問合せ照会
表示文字数:480字又は960字,キーボード:84キー

3 小形プリンタ
印字速度:60字/秒.印字方式:9×7ドット,ワイヤドット 送信モニタ印字,ビデオのハードコピ

用紙幅:ジャーナル7-10インチ,単票7～9インチ,印字数:畠0字/行 -,出来通知印字

4 ビデオデータターミナル
CRT:14インチ,緑,表示文字:7×9ドット ほ7種 顧客登録,顧客口座照会など大量デー

表示文字数:し920字.キーボード:100キー タの入出力表示

5 精 算 端 末
印字速度:66字/秒.印字方式:13ドット,ワイヤドット,ツインプラテン,インサータ付

預り証など名･種証書類発行
文字種:通常126種,漢字256種,ディスプレイ:9インチ,480又は960字表示

6 マークカードリーダ

読取り速度:100枚/分,マーク数:12仁l-×80カラム(max.120)
株式注文データなどの入力

読取方式:タイミングマーク,ホッパ/スタッカ容量:300枚/350枚

7 ラインプリンタ
印字速度:柑0行/分,印字方式:タイプベルト 出来通知,配信データなどの大量デー

印字種言伝:127種,印字数:132字/行 タの印字

注:略語説明 CRT(Cathode Ray Tube)
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表2 第一次及び第二･次オンラインシステムでの日立製作所の主な

端末 第一次及び第二次オンラインシステムで考量々の端末が開発されたが,

第二次オンラインシステムでは,目的に応じて豊富に端末が取りそろえられた｡

端末の種類 第一次オンラインシステム 第二次オンラインシステム

端末制御装置
H-9()41形制御装置 HT-5801形制御装置

H-9133形制御装置 HT-5802形制御装置

)凡用語口装置

H-9042形窓口装置

H-95引形窓口装置

HT-5821形窓口装置

HT5822形窓口装置

HT-583】形キーボードプリンタ

HT-5832形キ【ボードプリンタ

HT-5835形受信プリンタ

為替用 端末

H-9392形キーボード70リンタ

H-9545形ツインタイプライタ

テラー窓口装置

な し HT-5823形テラー窓口装置

HT--5824形テラー窓口装置

HT-5828形モジュール窓口装置

照 会用 端末

な し HT-584J形ビデオデータターミナル

HT-5845形小形ビデオターミナル

自 動 機 器
H-9882形現金自動支払装置 HT-58引形現金自動支払装置

HT5865形現金自動取引装置

表3 第二次オンラインシステムにおける日立銀行端末の特長

表に示すように.適用業務にマッチLた種々の特長をもっている｡

項 目 年寺 長

l.端末制御装置

川最大メモリI12k語′/64k語のプログラム制御

(Z)ディスク′′フロッピディスクのタト部記憶装置装備

(3)最大64台までの端末接続

(4)HDLCによる対センタ接木売

2.汎用窓 口 装置

(りドットプリンタによる高速印字(最高120字/秒)

(2)CRTディスプレイの使用によるオペレータカイダンス

(3)CRTディスプレイの使用によるオーバラップオペレ

‾ン/ヨ /

(4)磁気ストライプ付通帳使用による入力の自動化

3.為 替 用 端 末
(りドット70リンタによる高速印字(120字/秒)

(2)インサータのイ吏用による他業務への適用

4.テラー窓口装置

(=モジュール構造による装置の小形化

(2)プラズマディスプレイのイ吏用による′ト形化

(3)加フ成算,内訳印字など,テラー用機能の強化

(4)汎用窓口装置の機能を包含

5.照 会 用 端 末
川l′920字/960字のCRTディスプレイー使用

(2)ライトペン使用による入力の簡単化

6.自 動 弓幾 器

(現金自動取引装置)

(l)千円,万円の支払

(2)千円,5千円,万円の預入れ

(3)通帳印字

;主:略語説明 HDLC(High-1evelData Lirlk Controり

方での記帳処理(第二緑葉務)のオンライン化が主であった｡

第一線端末は,テラ】に直接端末を操作させ,オンライン

化することにより,店頭顧客の待ち時間の減少及び省力化を

図るものである｡そのために,テラー窓口装置(表3参鞘)と

して,装置を極力小形化するとともに,第一線特有の加減算

機能などを持たせた3)｡

(5)自動機器の導入

省力化の大きな目玉は,自動機器を導入することにより,

店頭顧客に直]妾オペレーションさせることである｡

第一次オンラインシステムでも,現金自動支払機は設置さ

れていたが,第二次オンラインシステムでは更に自動化を進

め,現金自動預入機及び支払･預入とも可能な現金自動取引

装置を採用している｡

2.2.3 銀行端末の今後の動向

更に銀行端末の今後の動向について言うならば,現在以上
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図2 日本国有鉄道納めN形座席予約端末装置 制御装置.発券印

刷機から構成され,現在｢みどりの窓口+で大いにフ舌躍Lている｡

に顧客サ【ビスのrごり上,営業J吉後‾方業務の合理化､経営情報

収集の強化などに向かって進むと思われる｡このためには,今

後下記のような技術が大きな役割を果たすことになるであろう｡

(1)現金自動取引装置に代表される機構,エレクトロニクス

及びソフトウェアの三者巨砲合による専用三端末拉過化の総合技術

(2)文字,記号,図形などの自動認識技術

(3)仮和,扶ヰニ利用範囲の拡大

(4)音声合成技術(簡易なものから,より高度なものまで)

(5)史子二,図形を含めたより高速,高印字品質のノ､【ドコピ

ー技術

(6)大容量メモリ利鞘のイメージファイルなど｡

2.3 座席予約用端末

現在,列巧iや航空機の座＼博子約は利用する人にとってこく

当たり前のことになってし､るが,これらのシステムはコンヒ

ュ一夕技術の進歩とともに発J建してきた永い歴史と実績かあ

り,また,これらに使われる専用の端末装置もそク)目的に応

じて,より高度のものが順二大開莞されてきている｡

これらの専用端末装置は,システムの性格からEヨ本L玉I有鉄

道の｢みどりの窓口+にみられるように単純大壷発売を主眼

としたもの(図2参解)と,航空会社の予約販売に代表される

ように,予約に至るまでのj照会サ∽ビス機百巨を豊菖にイ備えた

もの(図3参貝そi)に大別される｡前者は,発車目前までの予約

はもちろん,発車時刻直前までの予約サービスにも応じられ

るように専用の特殊操作盤を備え,簡単な操作で即時発券か

可能なように設計の主眼が置かれてし､る｡後者は,接続便の

案内や代脊便の!昭会など,予約に先立って旅行ブランを_立て

る段階などでの各種情報の検索,表ホに過した対話形CRT

(Cathode Ray Tube)ディスプレイを用いたものか主で,一

部の専用キ"のほかは汎用性のあるキーボードを備えている｡

近年,これら端末に要求されるものは,予約サービス利用

が一般化したことから,利用客に対するサービスがより向__卜

するものへと指向してきており,例えば,

(1)より速い処理速度

(2)券面の漢字出ブJ

(3)1台の装置による異種券の出力

(4)回収券の後方処理業務機1戒化への対応

などのニーズが挙げられ,二れらを実現するため各椎新技術

が導入されている｡その主なものは,
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図3 日本航空株式会社網め新形予約発券端末装置 左に予約用

キーボードテごィスプレイを,右に高速発券プリンタを示す｡一組みで端末シス

テムを構成する｡

(1)マイクロプロセソサの応用

新機能を折り込んだ端末が永い歴史のあるシステムに柔軟

に融け込むには,既存システムのインタフェースを維持しな

がら新システムを機能させるための,ある程度の論理処理も

端末機能として備える必要があり,これらの見才卦けよりは意

外に複雑さをもつ機能もマイクロプロセッサの活用により対

応が可能である｡

(2)ドットプリンタ技術の応用

i英字印字,多種類の券への対応,複写能力などの要求に応

じられ,かつ高速印字にも対応しやすいドットプリ ンタの応

用により,高速発券,多機能のものの実現が可能である｡

ホストコンピュータ

t′20(卜9.600BPS

端末制御装置

(フロッピディスク

∧や

y′

内蔵)

データステーション

モデルC(パーカード)

最長2km

(4′800BPS)

貴大32台接続可

最大8台

動分岐装置

(3)光学文字読取り技術の応用

予約取消しや集札により回収した券の後方処理業務に対し

て,発券時券面に印字した情報を光学的に読取り可能にする

ことにより,後方処理業務機械化への対応も可能である｡

などが挙げられ,今後これらの技術を駆使することにより,

更に利用客サービスを向上させた,より高性能,高機能の端

末の実現にも応じられると思われる｡

今後の座席予約端末のもう一つの†売れとして,窓口のi昆雑

緩和と省力化を目的とした自動券売機が研一究されている｡こ

れは,利用客自身が直接操作を行ない予約発券するもので,

自動発券,現金鑑別,釣銭放出などの機能を備えた無人化端

末であり,これらの実現に際しても,前述の新技術が最大限

に活用されることになるであろう｡

2.4 生産管理端末

最近の生産管理では,(1)部品発注部門,(2)各作業工程部

門,(3)検収,(4)出荷部門などの各部署からの情報を収集し,

それらを有機的に関連づけて最適な管理を実施するトータル

システムが要求される｡そのためには,

(1)データチェ､ソクなどにより,ホストコンピュータの負荷

の車重i成

(2)ホストコンピュータダウン時のオフラインバックアップ

(3)情報の効果的な出力配布と,そのための適切な入力

(4)目視で容易に読取り可能で,かつ汚れ,耳滋界などの環境

条件に強い媒体

(5)そ♂)媒体の大量出力

などの問題を解i央することが必要である｡このため,このた

び開発された生産管理端末システムHITAC T-530/40では,

(1)ターミナルコントローラによるデータのチェック,オフ

ラインバックアップ機能

(2)高感度センサ4)による悪環境下でのバーコードの読取り

(3) レーザビームプリンタによるバーコードの大量出力

ビデオデータターミナル

腰

データステ1ション

≡デルA

80潮力ード入力)

データステーション

モデルB

(80欄カード入力)

図4 HITAC T-530/40ターミナルシステム構成匡】 システム構成とLて主なものに,図のビデオデータターミナル,データステーションモデルA.B,

C,それを制御する制御装置及び回線分岐用多重分岐装置があるが,それ以外にプリンタ,ラインプリンタなども接続可能である｡
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などにより,これらの問題を解決した｡特に,レーーーサビーム

プリンタによるバーコードの人韻印刷と,そのテ【タステーー

ションによる恵環境‾卜での読取りヰくのrrり上は,生産管舛端末

の適用範囲を著しく拡大した｡図4にHITAC T-530/40のタ

ーミナルシステム構成図をホす｡

臣】 汎用端末

3.1 HITAC+-320

HITAC L-320ファミリは,分J牧処二哩r｢りけインテリ ンェン

ト端末及び小規校のオフィスコンピュータとして偶発,製■指

化されたものであり,山老の機能をドfJ一の機ノ陀で実現し,サ

ポートソフトウェアで両者を【ヌニ分けLよう とLた∴■=二桁上之が

ある｡これらの背景を説明すると,

(1)一般的に,オフィス内での-一一般-Jt務処理内谷を,分散処

理形のインテリ ジェント端末に過した処理と,オフィスコン

ヒュ”タの処j理に過したt_t二令を明1央に【メニ別することは雉しい

場合か多い｡

(2)強力なマイクロブロセソサの製■別ヒにより端末装‾こ妄環とし

◎
海/.

鮒をど

沌約蒜書苛≡芸……顎践野｢
聯癖

区】5 卜=TAC L-320システム HlTAC L

320システムのモデル2,7及び4(図左から)の各

構成例を示す｡

貞一群

轡頑蔽篤く

て古城に多機能を実現できるテクノロジー環描かできてきた｡

数年前までは,デMタエントリにはデータエントリ専用の機

器かあり,間†ナせには聞合せ一軒朝の,伝票発行にはf云票発行

-!ヤ用の装荷か供糸たされ,利川者もそれらを区別して仲川して

いたが､現/l三では--･つの装置で,これら多柵の機能を実現で

き,かつこれを卜位機純に接続することにより,如に拡大さ

れた裡維な処理を行なうことか可能となった｡二れJ〕のこと

かJ〕,lL【-j巾川三を瀧ね備えた汁LI¶装iぎことしてHITAC L-320フ

ァミリが開発された｡図5にHITAC L-320を,図6にHITAC

L-320/60をホす｡

以下,HITAC L-320ファミリの姑本的な機能,及び今綬

のエンノ＼ンス機能の一郎を糸71介するとともに,汁LHj端与末装置

の技術動Ih=二ついて述べる5)｡

(1)ファ一ムウエアん式の拡大

システムをサホ■一卜する‾方式として,フ7-ムウェア方∫〔

の採用か一J暇化Lており,その機能をより船人することによ

りユーザーコーディング部分をより圧縦できるよう配慮Lた｡

↑後,システムプログラム格納のためのメモリ綿城は,史に

一よj

製筍

図6 H什AC+-320/60システム 図左から,HITAC L-320/60システムのシリアルプリンタ,ラインプリンタ,ステーションコントローラ及びワークステ

ーション4台の構成例を示す｡
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拡大の方向にある｡

(2)高級簡易言語RFD(Record Format Descriptor)

汎用言語拡張RPG(Report Program Generator)のはか

にキー入力処理専用の言語としてRFDを開発し提供した｡

COBOL言語に比べ業務プログラムの開発ステップ数が÷～

÷に圧縮できるので,その利用効果は高く,かつその簡易性

のために,だれでもが容易にプログラムを作れるということ

で,この種の機種の大衆化に大きく寄与しておI),簡易言語

の提供は不可欠な要素である｡

(3)デュアルジョブ,マルチジョブ機能

複数ジョブの同時処理は大形機だけの機能という時代は去

り,ローエンドのシステムでも同一時間帯に複数の仕事がで

きるという時代になりつつある｡HITAC L-320ファミリで

はこれを実現した｡

(4)オンライン即時性

リアルタイム性,即時惟を必要とするアフ∪リケ】ションに

対してはそれをサポートするユーティリティが必要であり,

(a)中央システムが端末のデバイスを自由に使えること｡(b)中

央システムから端末に対するマクロコマンドが与えられ,端

末側のインテリジュンシイの範囲内でそれらが効果的に消化で

きること｡(C)問合せ文の作成が高寿及言語でできていること｡

などがインテリジュント端末とLての重要な機能となっている｡

(5)ファイル

250kバイトけ面フロッビディスク,1Mバイト両面倍密度

フロッピディスク,10Mバイト固定ディスクなど,自由な構

成か可能である｡

(6)漢字の表示と処理

最近はまさにi臭字処理の新時代に入りつつあり,今後,i莫

′手:情報処理はこのような装置に不可欠な機能となるであろう｡

HITAC L-320でも漢字の表示機能支援のほか,順二大i英字情

報処理機能を支援する｡

3.2 HITAC T-510/50

HITAC T-510/50ターミナルシステムは,従来紙テⅥブを

使用して行なっていたデータのバッチ送′受信を,フロ､ソビデ

イスクを用いて行なうようにした端末システムである｡この

フロッピディスクの採用により,紙テープ装置の欠ノたであっ

たデータの‡昭合,訂正の煩雑さは大幅に改善することかでき

照､t

ご∨槻 逝遠､

+

糊柳"眺弓約戯眺瀾醜l

軒
図
7

HlTAC T-510/50ターミナルシステム H什AC T5柑/50タ▼

ミナルシステムは,タイ7PA(図示),タイプB(高速プリンタ形)及びタイプC(デ

ィスプレイ)と3タイプがあり,要求の多様化に応じられるようになっている｡
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た｡更に,最近のシステムの多様化と操作性への時代の要求

にこたえるために下記のような特長をもたせてある｡

(1)機器ユニットは,モジュール構造を採用し,これらのモ

ジュールを組み合わせることにより使用者の種々の要求に速

応できる構造とした｡

(2)ホストプロセッサとのデータ入出力をはじめ,ポイント

ツーポイント方式によるデータ伝送,フロッピを媒体とする

バッチ伝送,更にはクリーンデータのプリント出力など,多

様な使い方に応じられる機能をもっており,要求の多様化に

対処できるように考慮した｡

(3)オペレータの負担を軽減するために,パラメータ方式を

採用し,だれにでも容易に使用できるようになっている｡す

なわち,パラメータとして共通パラメータ(起動符号の設定)

とジョブパラメータ(機能の指定,ディスプレイ画面の指示,

プリントフォーマットの指定など)の2種を用意し,このパラ

メータの設定はイニシャルジョブで行なうようにし‾た｡設定

されたパラメータは,業務遂行の際に自動的に読み出されて

実行に棺される｡

このHITAC T-510/50ターミナルシステムの構成例を図7

にホす｡

【】 結 言

以_L,日立製作所の端末装置を例に取り,最近の端末技術

と,その動向について各分野別に述べた｡更に,あえて今後

の動向を要約するならば,

(1)マイクロプロセソサの機能,性能の向上に支えられて,

端末装置はより多機能をもつインテリジェントターミナルの

方向に向かい,広義のネットワークアーキテクチャとあいま

って分散処理形端末システムを形成することになるであろう｡

(2)端末装置を構成する要素,すなわち機構素子,回路素子

及ひ-ソフトウェアの配分が技術の進展とともに変化し,メモ

リ素子の低価格化,電子回路のLSI化の動向に伴って,ソ

フトウェア,回路素子,機構素子の順に比重がしだいに高く

なり,よI=言根性の高い装置が生まれることになるであろう｡

(3)一方,専用端末としては,よりきめ細かい機能を備えた

専用化の方向に向かうと思われる｡

(4)端末のインテリジェント化との動きとともに,今担+は,

紙面の都合で触れなかったが,他方では,極めて単機能で低

価格グ)ローエンド形の大衆用端末が大量に用いられるように

なると思われる｡

(5)専用端末,汎用端末共,今後ますます催し､やすさに工夫

が凝らされ,イ反名及びi英字の入出力,グラフィ ックイメージ

出力,カラ【化,合成音声などが豊富に利用されることにな

るであろう｡

などが挙げられる｡この論文が読者諸賢の御参考になれば幸

いである｡なお,この論文に紹介した各種機種の開発に当た

って,ユーザー各位をはじめ,多くの方々の御指導と御助言

をいただいた｡心から謝意を表わす次第である｡
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